
や作

< 

~ 
Jぜ

競 宍第巷回+瓦欝

E茜ヨF四-t-.f:1 .. フ可F司

儲
菩
銀
行
の
課
題
:
:
・
:
・
・
:
:
・
厩
隣
畢
士
徳

テ
ュ
ル
J
弐
の
歴
史
観

:
:
:
-
F
i
j
i
-
-
E
l
i
-
-
輯

稗

瞳

士

出

民
園
に
於
け
る
外
因
銀
行
の
設
展
:
・
j
i
-
-
鯉

梼

畢

士

小

寺

武

四

郎

傑
件
統
制
と
需
給
統
制

論

叢

-

主

事

博

士

高

度
域
経
済
の
貿
易
理
論

-
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
・
:
翌
章
一
博
士
谷

-
霊
山
畢
博
士
姥

東
亜
資
源
論
の
課
題

葉
通
の
貨
幣
思
想

:
j
i
-
-
:
:
:
・
:
:
:
紹
済
串
士
穂

研

国国

;rt. 

設

苑

支
那
工
業
一
一
時
株
式
合
一
枇
企
業
の
位
地
:
・
:
抑
済
畢
士
岡

附

録

本業
誌
第》報
五
十
四

巻
線
目
次

国口)1¥ 積J司く口部

イ呆

馬

τ圭ず
口

彦

虎文

雄

清

行

勇

蔵

矛リ

良

、戸、



、

棄
事
は
疋
則
、
水
心
毒
す
、
湿
州
一
永
嘉
文
言
紹
興
二
宗
主
二
主

0
2ま

る
白
わ
が
審
査
晶
代
久
安
六
れ
糊

年
白
ζ

止
で
あ
る
。
露
五
年
(
西
組
二
七
会
、
進
士
第
二
人
陀
警
ら
れ
、
平
江
節
度
を
授
か

H
後
、
果
官
L
て

費

文

壁

土

臨

泊
議
太
夫
に
進
む
。
そ
の
間
入
り
で
は
侃
詩
白
論
を
吐
き
、
聞
で
て
ば
戎
軒
を
事
と
し
た
。
嘉
定
十
六
年
卒
ず
年
七
十
四
。
光
藤
大
丸

鳳

-

}

~

唯

一

。

夫
を
腐
ら
れ
、
設

L
E
T工
。

温

も

と

博

霊

宅

意

義

・

志

意

襲

、

蓄

を

以

て

自

主

主

い

怯

れ

そ

霊

-

鰐

郷
伯
曲
聞
の
門
に
問
で
、
陳
良
俸
と
ど
も
に
永
嘉
一
率
一
況
の
も
棟
梁
と
あ
が
め
ら
る
。
永
嘉
勝
一
淑
一
は
南
東
儒
控
訴
中
。
一
波
に
し
て
、
宋
儒
一
品

の
究
理
性
命
の
事
の
俊
裁
を
い
と
ひ
、
道
一
は
沿
圏
一
主
人
}
?
に
あ
り
と
し
・
功
利
。
殺
を
説
〈
も
D
で
あ
ふ
。
著
は
す
ど
と
る
水
心
集
、
一
」
棚

第
李

水
心
別
集
が
あ
る
、
J

じ
か
じ
、
明
む
と
昔
ι

す
で
に
出
河
本
海

f
、
水
心
集
。
方
除
百
統
十
三
年
九
西
組
一
岡
田
『
八
年
)
の
己
ろ
章
貢
饗
控
訴
が
い
鵬
集

散
侠
を
援
拾
し
重
以
て
繍
刻
じ
γ

港
時
車
、
た
世
に
あ
ら
は

J

礼
だ
が
、
別
集
の
方
は
僅
に
陳
伯
宝
白
書
鈴
解
題
に
見
ゆ
る
の
み
で
よ
剛
.
臥
岬
〆

古一ホ

漣
?
の
晴
晴
氏
が
疋
集
を
編
せ
る
ん
で
き
よ
り
す
で
に
そ
白
金
を
み
る
を
え
宇
、
乾
隆
洋
間
清
白
朝
廷
が
、
四
庫
館
を
聞
い
て
庚
〈
天
下
の
問
ド

遺
籍
を
捜
索
し
て
目
録
を
著
は
せ
る
と
き
も
ー
ま
た
慢
に
察
白
繍
ぜ
る
疋
集
に
す
ぎ
や
、
モ
O
璽
没
す
で
に
久
し
智
l
の
が
あ
り
た
?
U韓

i

、

奥

嘉

の
で
あ
る
が
、
同
治
周
年
(
商
抱
一
八
六
五
年
)
と
る
そ
の
故
里
・
瑞
安
よ
り
永
嘉
諸
先
生
の
遺
書
移
し
〈
出
づ
る
に
至
十
り
己
の
則
集
寝
来
点

本
ま
た
申
ー
に
在
h
夕
、
同
治
克
年
十
一
月
λ
骨
粗
一
八
占
C
年
)
李
春
僻
一
D
4
T
に
よ

H
で
校
刻
せ
ち
れ
る
E
と
ミ
抵
う
も
山
。
臣
集
は
奏
街
↑

E
F
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事
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葉
誼
ん
由
貿
静
思
想

第

五

十

四

巻

、

第

六

競

巻
、
扶
友
一
巻
、
奏
議
三
巻
、
詩
三
巻
、
記
三
巻
、
序
一
巻
、
裏
銘
一
十
三
巻
、
行
欣
・
誼
議
・
銘
。
青
詞
・
疏
文
一
巻
‘
祭
文
一
出
産
、

書
・
勝
一
巻
、
雑
著
↓
血
管
凡
そ
二
十
九
巻
八
百
飴
篇
よ
り
た
り
、
「
そ
の
議
論
謀
徴
主
見
る
に
、
民
毒
物
則
の
常
に
本
づ
色
町
、
以
て
火
、

心
を
疋
し
、
天
理
を
明
ら
か
に
し
、
賢
を
求
め
・
官
を
審
か
に

-L7
兵
を
訓
へ
・
財
を
現
す
る
に
い
た
り
℃
は
、
一
切
諸
を
政
事
の
x

関
忙
施
し
、
以
で
園
績
を
、
隆
に
し
m

時
期
を
済
は
ん
と
欲
す
、
然
れ
E
も
未
だ
大
に
用
び
ち
れ
る
に
い
た
ら
歩
、
道
盛
に
行
ほ
れ

一
歩
、
サ
今
の
み
る
と
と
る
民
そ
り
文
D
み
、
堂
時
し
む
べ
昔
に
あ
ち
ゃ
や
云

a

ど
と
い
は
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
を
れ
で
も
、
友
降
、

「
共
雑
殴
足
る
別
集
白
組
織
鰭
裁
備
は
れ
る
あ
る
に
加
が
占
ご
と
せ
日
り
れ
る
と
E
ろ
で
あ
る
。

の
で
あ
る
か
を
想
見
す
べ
き
で
る
ち
う
。

六
回
大

五

以
て
別
集
の
い
か
に
す
ぐ
れ
た
る
も

、一、

別
集
は
、
進
巻
、
八
巻
、

f
た
は
ち
、
序
裂
、
君
徳
了
一
二
治
勢
上
中
下
、
園
本
上
中
下
、
民
事
上
中
下
、
財
計
上
中
下
、
官

法
止
中
下
、
士
事
L
L
下
、
兵
権
上
下
、
外
論
一
・
二
・
三
・
四
、
締
義
、
易
、
書
、
詩
、
春
秋
、
周
略
、
舎
子
、
老
子
、
孔
子
家
語
、
提
子
、
脚

建
妻
、
左
氏
春
秋
、
戦
闘
策
、
史
記
‘
=
一
塁
、
五
代
史
、
-
題
、
毒
事
、
中
庸
、
侍
説
、
揖
考
諸
妻
、
語
、
相

王
謡
、
廷
謝
「
巻
、
薬
事
、
す
た
号
、
始
議
一
一
一
、
喜
一
-
一
一
=
一
‘
量
論
一
塁
-
一
一
待
時
、
賓
謀
、
財
総
論
一
一
一
、
的

経
綿
制
銭
了
ニ
、
和
買
、
折
吊
、
突
盤
、
兵
絢
論
一
・
一
つ
四
屯
駐
大
兵
、
府
禁
軍
弓
手
土
兵
、
法
度
綿
論
一
二
一
・
三
、
資
格
、
序
、

集
遇

鐙
港
、
車
、
佐
子
、
室
、
準
校
、
制
科
、
宏
詞
、
役
法
、
新
書
、
真
膏
、
監
司
、
紀
綱

7
二
・
三
・
四
、
終
論
一
-
二
二
一
7
四

・

認先
士

五
・
六
・
七
、
上
殿
舗
子
・
津
田
山
十
四
年
、
臆
詔
脇
陣
奏
共
事
及
び
後
締
一
巻
よ
り
成
担
、
中
に
就
句
て
、
治
勢
、
財
計
、
外
論
、
冶
議
、
同
輔

取
燕
、
息
虚
論
、
寅
司
一
時
、
財
線
路
師
、
兵
総
論
、
四
屯
駐
大
兵
、
府
霊
平
日
ワ
手
土
兵
、
法
度
締
論
v

資
格
、
鐙
選
、
薦
出
輩
、
任
子
、
一
昨
一

科
曲
帯
、
閣
申
校
も
制
科
、
宏
詞
、
役
法
、
新
書
、
膏
書
、
監
司
、
紀
縮
、
終
論
附
疋
集
も
別
集
と
伺
じ
〈
牧
む
る
と
己
ろ
で
お
り
た
が
重
田

ら
、
し
か
も
、
正
集
に
沿
い
で
は
、
治
勢
の
申

-
F、
財
計
の
中
・
下
、
外
論
空
ニ
・
四
は
己
れ
を
依
〈
。
そ
れ
よ
』
り
し
て
、

b
れ
/
¥

3) 
4) 
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は
す
〈
友
〈
と
も
、
経
世
の
論
議
と
し
て
は
疋
集
に
比

L
別
集
が
は
る
か
に
ま
さ
れ
る
を
知
る
己
と
が
で
昔
る
か
lc
思
品
。
ま
己
主

に
、
「
共
治
を
論
じ
有
安
民
を
策
し
、
富
強
を
計
る
の
精
透
切
要
左
る
、
査
し
経
世
一
白
重
賓
に
し
で
、
支
那
近
世
経
済
思
想
皐
説
白

、

代
表
的
文
字
と
た
ろ
と
稽
揚
せ
ら
?
も
む
べ
と
す
べ
昔
と
と
ろ
に
属
す
る
で
あ
ち
ろ
。
そ
し
て
、
そ
由
財
計
富
山
は
ま
さ
に
、

貨
幣
に
閲
す
る
論
惑
に
し
て
、
葉
遁
の
貨
幣
思
想
を
う
か
ど
ム
に
最
も
上
菅
根
本
養
料
で
あ
る
。
そ
れ
で
先
づ
突
に
E
れ
に
よ
り
で

彼
の
経
済
忍
認
を
う
か
Y

ム
己
と
ミ
す
る

Q

葉
遇
。
貨
幣
思
想
を
水
心
別
集
・
巻
第
二
・
進
巻
・
財
計
・
中
に
つ
い
て
う
か
?
品
。
す
る
と
私
は
ま
づ
油
慨
が
、
銅
銭
が
足
ら
守
、
己
.
い

れ
を
楠
ふ
た
め
に
橋
を
以

τ幣
を
遺
る
に
い
た
る
、
す
る
と
や
が
て
銅
銭
が
橋
(
紙
幣
)
忙
支
配
ぜ
ち
れ
、
橋
行
は
れ
て
銅
銭
が
ま
す
。

(
少
〈
号
、
と
れ
が
今
日
み
訟
の
患
と
す
る
と
E
ろ
で
、
止
〈
救
主
青
も
の
で
あ
る
、
と
ず
る
を
み
る
。
と
よ
雲
、
搭
鵬

幣
の
行
ば
る
主
は
銭
白
足
ち
ぎ
，
る
故
で
あ
る
と
断
、
千
る
と
と
る
は
、
き
A

」
に
わ
が
意
を
得
た
る
と
E
る
で
、
事
質
、
彼
自
営
時
は
ざ
鵬大

。

す
が
に
錆
銭
の
盛
ん
で
る
っ
た
宋
k
h
い
て
も
、
銅
の
不
足
の
た
め
に
鋳
銭
一
の
量
ゃ
う
や
〈
減
退
し
、
仁
か
も
政
府
の
支
出
は
ま

F
商
一
↑

一
暫
考

ま
す
多
曹
を
加
へ
、
た
め
一
位
緒
幣
の
増
穫
が
必
歪
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
事
情
h
f
E
営
佐
川
判
断
す
れ
ば
銭
足
ら
ず
し
て
椿
幣
子
町
一
明

生

-
T
2
hふ
と
と
は
容
易
に
識
認
せ
ら
る
べ
き
と
こ
ろ
で
、
水
心
と
並
べ
揺
し
て
、
「
同
時
購
阜
の
諸
儒
、
東
莱
呂
氏
よ
り
外
、
ー
鵬
し
山

η

士
心
晶
骨

i

止
〈
及
ぶ
英
い
ヒ
ム
」
い
は
れ
る
、
そ
白
呂
東
茶
色
、
「
今
日
の
橋
晶
砕
を
矯
る
所
以

J
:
そ
の
原
は
銭
少
曹
に
在
り
」
と
い
っ
て
ゐ
る
陣
水
、

義
、
考

と
と
る
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
包
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
、
立
波
注
判
断
で
あ
る
己
と
に
費
は
り
が
た
い
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
〈
、
七
[
鯨
誼

，
崎
春
献

そ
れ
は
や
は
h
p
稽

讃

忙

債

す

る

と

と

は

勿

論

で

な

け

れ

ば

友

ら

ね

で

あ

ら

う

。

ノ

臼

事

支

そ
し
て
、
す
で
に
銅
銭
の
不
足
を
紙
幣
で
梢
ふ
己
と
官
-
な
れ
ば
、
一
紙
幣

J

は
も
と
素
材
の
制
約
よ
り
解
放
せ
ら
れ
て
を
り
、
従
て
、

AMWの

棄
遁
白
貨
幣
思
想

停
五
十
四
巻

六

四

七

第

六

銑

五
旦
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策
五
十
四
巻

六
回
凡

書事'
武
線

五一
回

f

難
趨
の
貨
幣
思
想

政
府
の
財
政
難
)
と
誌
-B
に
増
護
法
残
陀
陥
る
己
と
は
け
だ
し
不
可
避
と
も
稀
L
う
べ
き
圭
乙
る
で
あ
る
が
、
業
遡
は
す
で
に
這
般
白

事
情
を
洞
察
す
る
が
故
'
で
あ
ら
う
、
つ
い
で
、
「
意
に
謹
ー
っ
て
戯
治
し
、
狼
り
?
に
以
て
一
時
白
闘
を
補
ひ
て
し
か
う
し
で
途
に
後
日

。

J

~

『

白
↑
憂
を
胎
E
す
」
と
警
告
す
る
。
、

た
ほ
、

E
i
a
に
彼
が
、
椿
が
行
は
れ
て
銭
が
ま
ず
/
¥
少
〈
左
る
と
い
ふ
白
は
市
そ
と
に
所
謂
「
グ
レ

1
シ
ゲ
ふ
の
法
則
」
-
D
議
認

が
あ
る
と
な

L
う
る
か
よ
も
思
は
れ
る
の
で
あ
ユ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
銭
が
か
へ
っ
て
橋
白
支
配
を
交
け
み
に
い
た
る
の
は
何
放

す
あ
ら
う
か
と
い
ふ
に
・
彼
は
そ
己
で
、
紙
幣
が
使
用
比
便
利
な
と
い
ふ
特
聴
を
認
め
る
に
客
か
で
は
た
い
。
す
左
は
ち
日
ふ
O

A
「
震

を
携
H
U

で
趨

C
K
-
夫
の
力
粍
勝
ゆ
る
靴
ち
鏡
数
百
寓
た
り
、
一
再
々
」
と
。
か
く
て
、
彼
の
言
葉
民
主
れ
ば
、
「
大
都
市
擦
‘
阿
方
織

ま
る
と
己
る
ま
た
金
銭
の
用
ふ
る
あ
ら
申
'
B

己
と
品
、
〈
橋
を
以
で
相
貿
易
す
る
」
と
と
h
怠
る
お
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
よ
約
四

か
と
い
ふ
と
、
彼
は
そ
れ
で
は
了
結
局
、
銅
銭
と
財
貨
を
少
〈

L
、
乏
し
か
ら
し
め
る
E
と
に
た
り
、
さ
う
し
て
ゐ
る
と
寸
十
年
一
mr

後
民
は
、
四
方
の
銭
ま
た
蔵
し
て
用
ゐ
ら
れ
ざ
る
に
い
九
売
り
、
人
々
パ
は
い
た
づ
ら
に
空
券
を
と
っ
て
、
室
主
伺
と
し
て
従
り
主
得
る

と
と
る
な
く
た
る
べ
L

J

と
し
て
、
「
と
れ
量
天
下
の
大
憂
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
」
と
断
宇
る
。

?

J

J

し
か
ら
ば
、

i

そ
れ
を
匡
敬
す
る
に
は
い
か
に
安
べ
き
か
ピ
次
の
問
題
と
-
在
る
で
あ
ら
う
が
、
そ
己
で
葉
遮
白
考
ふ
る
と
こ
る
は
か

、
，
う
で
あ
る
U

銅
銭
が
無
い
か
ら
無
い
と
か
、
紙
幣
が
有
る
か
ら
有
る
と
い
ム
ム
う
に
、
た
ピ
表
商
巴
あ
ら
は
れ
た
る
現
象
を
識
認
す

る
焚
け
た
ら
誰
で
も
で
き
る
。
だ
が
そ
れ
で
は
、
問
題
を
解
決
ず
右
院
は
殺
に
立
た
虫
oa
い
干
し
〈
も
智
者
を
以
て
佐
世
，
右
舷

E
の

も
の
は
、
そ
の
有
無
の
事
象
の
よ
っ
て
昔
た
る
と
E
ろ
由
要
因
を
推
究
把
握
せ
ね
ば
左
ら
ぬ
。
/
き
す
れ
ば
、
上
漣
白
昼
患
を
除
去
す

己
れ
聖
伎
の
簡
潔
注
言
葉
で
示
せ
ば
、
日
く
、
「
毛
の
有
る

る
と
と
た
ど
易
々
た
る
も
白
で
あ
る
。
彼
は
さ
や
ろ
考
へ
る
。

を
み
て
因
・
り
て
有
る
を
い
弘
、
一
そ
の
無
音
を
み
て
v

因
り
て
無
茸
を
い
ふ
除
己
れ
常
人
由
競
O
み
汁
智
者
花
賞
ぷ
と
己
る
は
そ
の
有

い
ま
、

1 

ノ

十 ι

，'<' ， 



無
白
よ
り

τ告
た
る
と
と
る
を
推
す
、
手
を
か
へ
き
守
し
て
以
て
そ
の
忠
を
除
〈
ペ
し
」
。
そ
し
て
乙
の
伺
を
讃
む
と
き
・
私
は
明
治

j

f

〆
叩

初
年
の
欧
洲
経
消
思
想
渡
来
の
察
明
期
上
り
し
て
わ
が
園
に
た
巴
争
深
い
、
か
の
フ
レ
ヂ
リ
ツ
タ
・
パ
ス
チ
ア
の
有
名

βι
「
見
ゆ
叩e

 

る
も
の
と
見
え
ぎ
ぎ
も
の
」

D
論
議
を
想
起
せ
ざ
る
を
え
ぬ
。
パ
ス
チ
T
は
い
ム
。
経
済
白
領
域
に
蒔
け
る
一

6
行
錦
、
一
の
慣
白
j

、

田

習
、
乃
至
一
の
制
度
、
一
の
法
律
は
翠
忙
一
一
の
結
果
を
伴
ふ
に
止
ら
で
守
一
聯
の
霊
何
回
君
臨
仲
せ
し
む
る
、

E
れ
ら
の
諸
結
果
の
両

中
の
あ
る
も
の
ほ
直
接
的
で
あ
担
、
宮
内
と
同
時
量
一
現
す
る
、
そ
れ
は
す
た
は
ち
、
「
限
に
み
ゆ
る
と
こ
ろ
の

E
の
」
で
あ
る
、
一
一

い
ま
一
つ
の
も
の
は
一
定
の
霊

z
tて
展
開
す
る
、
そ
れ
は
す
た
は
ち
、
長

2
3る
と
と
る
の
も
の
」
で
あ
る
乙
の
…

v
 

「
限
に
み
ヘ
ぎ
る
と
こ
ろ
D
も
り
」
が
よ
〈
強
見
せ
ら
れ
る
友
ら
ぽ
、
わ
れ

f
・
、
の
幸
己
れ
に
じ
か
守
で
あ
喝
、
経
済
家
回
優
劣
の
唱
団

か
昌
弘
ゐ
己
ろ
は
貨
に
己
主
に
殺
す
る
、
悪
し
き
粧
持
家
は
た
ど
「
眼
に
み
ゆ
る
」
精
泉
白
み

T
浦
足
が
る
に
反
し
、
著
書
岬
融
福
山
家
は
向

、，

n-

「
限
に
み
ゆ
る
と
と
る
の
も
の
」
は
も
と
土
り
白
ピ
と
、
「
強
見
そ
要
す
と
と
ろ
白
も
の
」
を
も
考
慮
す
る
茸
向
。
一
は
み
へ
/
ぎ
畠
原
則
』
山

f

a

烈

e

を
推
究
せ
よ
と
い
ひ
、
一
は
見
え
ぎ
る
結
果
を
考
慮
せ
よ
と
い
品
。
そ
白
方
向
は
逆
で

b
る
砂
れ
ど
も
、

a

要
す
右
に
い
た
づ
ら
民
一
現
叫U' 

象
形
態
に
陪
感
晴
、
ら
れ
や
そ
の
背
後
に
存
す
る
因
果
閥
係
を
把
握
す
る
-
己
と
白
重
要
喝
A

』
を
説
く
に
い
た
り
て
は
一
で
、
ま
っ
た

c、
四
川
一

U
飽

符
節
を
合
は
す
が
ご
と
《
で
あ
る
ル
」
い
ふ

J

べ
昔
で
は
悲
か
ら
う
か
a

「

、

-

q

u

崎

山山一時

と
と
る
で
、
話
を
李

Z
も
E
じ
て
、
き
て
、
そ
れ
で
は
J
有
無
自
国

2
2
2
2事
;

て

そ

白

匡

救

の

道

芸

れ

む
れ
ば
一
億
E
号
取
る
か
、
，
P

」い
h
h
v
ペ
彼
は
、
そ
も

f
I銭
白
快
芝
と
い
ふ
と
と
が
は
た
し
て
ま
と
と
に
快
乏
と
す
べ
茸
も
の
た
る

h
問l-co 

干
否
や
と
自
問
す
る
。
そ
れ
ほ
は
た
し
月
土
ほ
用
足
ら
や
、
下
除
費
買
す
る
を
得
由
も
D
で
あ
る
か
左
い
ふ
白
で
あ
る
。
そ

L
て
彼
酬
叫

E

e

 

n
u
 

は
牌
捕
ら
や
と
由
回
答
す
る
。
す
た
は
ち
彼
庇
よ
れ
ば
、
銅
銭
は
買
に
快
乏
ず
ペ
告
も
白
訟
白
で
は
た
〈
、
少
〈
と
も
こ
れ
に
封
じ
て
は
匂
・
一
叫

二
つ
魚
ず
段
が
考
へ
ら
れ
る
と
す
る
。
し
か
ら
ば
一
戸
つ
の
手
段
と
は
何
ぞ
や
と
い
へ
ば
、
防
銭
の
禁
と
羨
鱒
白
初
で
あ
る
。
防
銭
の
め
ー

業

遁

由

貿

幣

思

想

六

問

先

第

六

説

第
五
十
四
巻

司会主

主孟

ー

， 



，、

業
遁
白
貨
幣
思
想

錆
五
十
回
巻

第
六
鵠

五
六

六
五

O

禁
と
い
ふ
は
銅
銭
を
他
境
へ
-
持
ち
出
す
と
と
、
及
び
錆
製
し
て
以
て
器
物
を
遺
る
を
禁
宇
る
を
い
品
。
E
D
禁
が
厳
重
で
た
い
か
ら
鯛

ヘ
銭
が
依
乏
す
る

E
と
h
た
る
の
だ
か
ら
と
れ
を
股
貫
に
せ
ね
ば
怒
ら
ぬ
と
す
る
。
羨
銭
。
術
と
は
ず
在
怯
ち
鼓
層
明
白

E
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
己
れ
に
は
彼
は
疑
問
を
持
つ
も
の
し
ご
と
〈
、
鼓
鶴
す
る
と
い
っ
て
も
、
銅
が
た
け
れ
ば
仕
方
が
た
い
で
は
な
い
か
と
い

点
。
ま
己
と
に
も
ヲ
と
も
た
己
と
で
あ
る
。

b
か
し
、
そ
れ
で
は
問
題
は
防
銭
の
禁
だ
け
に
す
ぎ
ね
か
と
い
ふ
と
、
伎
は
ま
だ
一
つ

白
も
の
が
あ
っ
て
存
す
る
・
と
す
る
。
そ
れ
は
銅
銭
の
蓄
識
で
あ

h
o
そ
れ
は
冒
頭
白
グ
レ

1
シ
ア
ム
の
法
則
。
識
認
あ
る
か
と
推
想

し
た
と
乙
ろ
を
想
起
す
れ
ば
別
に
驚
{
に
も
あ
た
ち
ぬ
と
己
ち
か
古
島
も
ム
が
、
伎
は
そ
れ
が
、
銭
快
乏
の
重
大
法
る
一
因
で
あ
る

と
滞
摘
す
る
。
げ
に
ま
た
も
っ
と
も
訟
と
E
ろ
と
せ
ね
ば
た
ち
副
。
し
ば
ら
〈
彼
自
A

盲
棄
を
そ
の
ま
L
引
用
す
れ
ば
、
目
〈
、
「
鏡

1

、、
の
上
下
己
れ
を
隼
ぷ
所
以
は
、
・
・
そ
の
よ
イ
古
物
白
岡
刊
を
渇
干
れ
ば
た
り
、
積
み
で
し
か
う
じ
て
霊

ξ
れ
切
、

τた
怒
り
一
物
に

異
る
な
し
‘

a

h

山
た
づ
ら
伝
鎮
の
以
て
積
ま
ざ
る
べ
か
ら
ぎ
る
を
知
り
て
、
一
そ
の
障
固
う
し
て
し
か
号
し
て
流
れ
ぎ
る
そ
知
ら
や
、

、、、

い
た
づ
ら
に
積
の
以
て
多
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ぎ
る
を
知
り
て
、
モ
白
す
で
惚
楽
む
る
=
も
D
L
散
ぜ
ぎ
る
を
知
ら
や
、
格
を
外
に
役
し

て
以
て
そ
の
葬
に
代
へ
、
し
か
う
し
て
天
下
坐
鍵
穆
す
辰
吉
白
鏡
あ
り
、
と
れ
量
、
智
者
の
た
す
と
と
ろ
左
ち
ん
十
、
畳
け
そ
の
思
慮

白
い
ま
だ
及
陪
ざ
る
も
の
島
ら
ん
や
」
か
〈
て
そ
れ
ら
D
手
段
が
充
分
忙
土
〈
行
は
れ
る
た
ら
ぽ
必
や
し
も
銭
の
一
般
乏

ιい
ふ
己
と

を
息
へ
る
に
も
あ
た
ら
ね
と
す
る
白
で
あ
ち
ろ
。
そ
れ
で
、
今
そ
れ
ら
の
手
段
を
充
分
に
つ

4
さ
や
、
そ
れ

E
己
ろ
か
、
政
府
み
づ
か

ら
銭
を
蓄
戒
し
て
沿
い
て
、
銭
足
ら
や
と
い
口
て
轄
に
の
み
た
よ
る
は
不
可
左
り
と
す
る
-
己
と
に
た
る
ロ
し
か
し
さ
う
す
る
と
、
冒

頭
、
彼
が
椿
幣
の
行
は
る
L
は
銭
の
足
ら
ざ
る
故
で
あ
る
と
断
ぜ
る
と
矛
盾
す
る
か
白
翻
を
奥
へ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
は
必
宇

し
も
さ
う
で
は
泣
い
。
貯
だ
し
、
橋
幣
の
行
除
れ
る
は
鏡
の
不
足
に
よ
る
の
は
や
除
り
さ
う
で
あ
る
が
、
さ
て
銭
白
不
足
は
何
に
よ

る
か
と
い
へ
ば
そ
れ
は
、
銅
銭
の
疏
失
、
銅
銭
の
股
鍍
乃
至
銅
銭
白
書
出
用
比
図
る
、
だ
か
ら
EJ
れ
ち
守
克
服
す
れ
ば
、
銅
銭
足
ち
ぎ

¥ J 

/'-



f 

る
を
息
へ
4ζ

従
て
梼
幣
ひ
止
hn
横
行
す
る
の
弊
-
泣
き
を
得
る
と
い
ふ
己
と
に
た
る
わ
け
で
あ
ら
う
。
も
っ
と
も
銅
の
不
足
の
た
め

価-

に
鼓
鰭
の
量
ゃ
う
や
〈
減
退
し
た
己
と
は
い
か
ん
冒
と
も
で
き
ぬ
が
そ
れ
は
彼
も
自
ら
承
認
し
て
ゐ
る
と
ζ

ろ
で
あ
担
、
そ
し
て
そ
れ

f

、

J

i

は
恐
ら
〈
伎
に
よ
れ
ば
、
銅
銭
不
足
の
一
因
忙
は
建
ひ
左
い
が
、
程
度
白
問
題
で
、
上
漣
の
諸
方
策
を
行
へ
ぽ
、
た
と
へ
己
の
鮪
は

克
服
で
き
?
と
も
ザ
銅
銭
影
を
消
し
て
楕
幣
汎
濫
す

Z
ゃ
う
訟
と
と
は
避
け
る
と
と
が
で
昔
る
で
あ
ら
う
、
正
い
ム
も
の
と
解
す
れ

ば
よ
い
で
あ
ち
う
。
!

-弐

K
P
棋
は
怪
し
む
。
い
全
銭
が
少
〈
た
っ
た
と
は
い
つ
で
も

B

上
よ
り
下
に
¥
ほ
、
兵
の
料
と
か
吏
D
俸
と
し
て
鏡
が
奥
へ
ら
れ
、

下
よ
り
上
へ
は
、

人
民
自
貿
易
輪
迭
に
も
友
ほ
大
抵
み
悲
銭
幣
が
行

州
酎
脚
の
盟
澗
雑
貨
の
専
賓
の
代
金
と
し
て
銭
が
納
め
ら
れ
、

は
れ
る
。
し
て
み
る
と
側
銭
は
す
べ
て
臓
置
は
せ
ら
れ
歩
、
ま
だ
/
¥
相
官
用
ゐ
ら
れ

τ
ゐ
る
か
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
で
い
ま
を
前

葉
週
四
貨
幣
思
想

俸
六
腕

3i.. 
七

六
五

r 

A
 

f
卜

l
f
l
f
!

ーマ
~ 

な

./ 
J 



、

葉

適

白

貧

困

市

思

想

六

五

一

一

第

六

挽

ノ

る
K
在
る
己
と
左
理
解
す
る
も
の
お
ご
と
く
、
「
銭
の
上
下
己
れ
を
隼
ぷ
所
以
は
・
そ
の
よ
〈
百
物
を
通
・
ず
れ
ば
た
り
」
と
い
ム
棋

に
し
て
き
ほ
こ
り
執
あ
る
か
と
惜
し
ま
ざ
る
を
得
ぬ
が
、
「
今
日
白
息
は
銭
多
く
し
て
物
少
泣
く
、
銭
践
し
く
し
て

W
費
量

hZや

明
か
友
り
』
ム
」
い
べ
る
に
沿
い
叩
て
、
い
は
ゆ
る
貨
幣
数
量
説
ゆ
思
想
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
識
認
を
う
か
vh
ム
己
ム
」
が
で
き

.，
 

l

v

 

る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
た
掌
敬
の
念
な
き
を
得
ね
も
の
が
あ
る
。

官一

第
五
十
四
巻

主主

A 

葉
水
心
の
貨
幣
思
想
を
う
か
E
ふ
べ
き
養
料
と
し
で
は
、
さ
ら
に
、
元
の
馬
端
臨
が
文
献
通
考
の
銭
幣
考
の
終

V
K沿
い
て
「
水

心
葉
氏
回
〈
」
E

ん
止
し
て
引
用
せ
る
と
己
v
o
D
も
白
が
あ
る
。
も
れ
は
ー
今
日
水
心
集
の
E
別
い
づ
れ
比
一
も
み
あ
?
た
ち
血
ゃ
う
で
あ
.
る

が
、
や
が
で
明
か
と
た
る
ご
と
〈
、
一
服
前
記
別
集
白
財
計
・
中
に
あ
ち
は
れ
た
る
も
由
と
相
遁
+
る
と
と
る
が
あ
る
し
、
ま
た
、
冒

頭
に
も
い
へ
石
ご
企
〈
、
水
心
集
は
亡
侠
L
て
ゐ
た
白
を
明
白
時
代
編
纂
し
た
の
で
あ
る
か
ら
‘
一
冗
の
馬
端
臨
の
時
代
ル
存
し
で
ゐ

た
も
叫
が
今
日
に
は
停
は
ら
た
い
と
正
一
は
あ
り
う
ベ
昔
ζ

と
で
事
る
か
ら
じ

τ、
か
た
ん

1
以
て
己
れ
を
水
心
の
論
述
に
坊
ち
・
?
と

す
べ
き
理
由
院
友
り
た
ち
に
〈
い
と
考
へ
ら
れ
よ
う
。
し
か
ら
ば
と
れ
も
ま
た
水
心
。
貨
幣
思
想
を
う
か

r
ム
根
本
資
料
ふ
」

Lτ
珍

重
す
る
に
足
る
と
寸
る
と
と
が
ー
一
で
き
よ
う
か
。
そ
れ
で
葉
通
り
貨
幣
思
想
を
う
か
留
は
ん
と
す
る
b
れ
/
ー
は
さ
ら
に
進
ん
で
そ
れ

に
つ
い
て
考
察
す
る
と
る
あ
ち
ね
ば
在
る
ま
い
。
円
以
下
そ
れ
を
試
み
る
。

、
そ
れ
に
よ
る
と
、

b
れ
/
ー
は
ま
づ
、
彼
が
銭
白
費
生
の
悶
を
交
易
に
求
め
て
、
「
銭
幣
mv
起
E
る
は
商
百
通
行

L
、
四
方
一
変
至

L
、
遠
近
む
制
物
は
以
て
白
色
行
主
べ
か
ら
で
、
故
に
金
銭
を
以
て
と
れ
を
行
ふ
よ
り
趨
之
る
」
と
た
す
を
み
る
。
総
て
、
昔
は
銭
の
品

行
は
る
ミ
己
企
少
た
〈
Y

今
ほ
銭
由
行
は
る
込
己
と
多
白
〈
、
彼
の
い
は
ゆ
る
1

「
古
は
物
民
国
り
、
己
れ
を
櫨
る
粍
銭
を
以
て
し
、
巷

後
世
は
銭
に
因
h
p
、
己
れ
を
椿
る
に
物
色
以
て
す
L
る
所
以
を
説
明

L
で
、
コ
ニ
代
以
前
・
銭
極
め
て
少
註
苦
所
以
は
、
営
時
ブ
民
営
業

9

本

乙

門

町

， 



あ
り
、
二
棋
の
用
、
一
穀
米
布
吊
菰
茶
魚
肉
主
b
，
、
み
注
そ
む
力
比
よ
り
以
て
自
ら
致
す
、
計
る
に
そ
の
銭
を
待
ち
て
困
問
は
る
も
の
幾

ー
も
注
し
、
た
立
と
れ
、
商
曹
」
の
貿
遜
と
朝
廷
白
天
下
の
物
を
樺
る
所
以
~
ー
し
か
る
後
銭
幣
の
用
に
頼
る
白
み
。
•. 

J

土
地
の
宜
し
き

¥
と
と
る
、
人
力
の
食
ム
左
E
る
、
穀
粟
忙
あ
ら
ざ
れ
ば
す
た
は
ち
布
吊
、
そ
れ
民
自
白
ち
設
す
と
己
ろ
の
も
の
‘
み
た
金
銭
を
待
。

な
く
し
て
民
本
に
安
ん
巴
、
業
陀
事
〈
。
金
銭
ま
た
用
無
L
o
故
に
と
れ
逆
用
ふ
る
い
た
う
て
少
起
し

f
:
後
世
ほ
し
か
ら
や
、

百
物
み
危
銭
よ
り
起
と
る
。
故
に
銭
に
図
り
て
物
を
制
し
、
布
吊
ず
な
は
ち
丈
尺
の
数
あ
り
、
穀
架
斜
キ
の
敷
あ
り
、
そ
の
他
凡
を

世
間
飲
食
費
生
の
具
、
み
た
銭
よ
り
趨
E
畠
。
録
一
周
の
多
少
、
貴
賎
轍
重
、
み
た
銭
K
よ
り
て
制
す
、
主
は
朝
廷
の
運
用
よ

H
、
市

は
民
聞
の
職
貢
、
州
廊
の
一
一
委
灘
、
商
麗
白
貿
易
よ
り
、
み
た
銭
主
主
と
す
寸
故
に
後
世
鏡
を
周
ふ
る
、
前
よ
り
百
倍
す
L

と
い
い
弘
、

ま
た
は
「
三
代
各
を
そ
白
岡
を
断
巳
て
以
で
自
ら
治
め
一
問
。
も
D
自
ら
以
七
一
園
の
用
に
供
す
る
に
足
る
、

E
Lれ
天
下
通
行
不
可

関
白
も
の
に
あ
ち
ぎ
れ
ば
、
ま
た
心
力
を
費
や
し
て
以
て
と
れ
を
替
む
に
い
た
ら
で

k
ま
た
禁
戒
を
朋
か
に
立
て
長
下
を
L
t

/〆

カ
そ
窮
め
建
〈
須
ひ
じ
む
る
を
要
せ
ぎ
れ
ば
た
り
」
と
い
弘
、
書
に
「
惟
れ
土
物
を
愛
す
、
そ
の
'
心
戚
〈
善
}
し
」
と
あ
り
、
老
干
に
「
設

治
白
極
九
民
そ
の
食
を
甘
し
と

L
ョ
モ
白
服
を
美
し
ま
し
、
そ
の
俗
を
柴
し
み
、
都
圏
相
望
み
、
雑
犬
の
聾
相
聞
え
、
民
老
死
陪
い
‘

た
る
ま
で
相
往
来
せ
~
十
」
と
あ
り
と
し
で
己
れ
吃
例
設
し
、
従
て
銭
を
周
ゐ
る
己
と
少
友
し
と
断
巴
、
「
後
世
は
天
下
す
で
に
一
圏

、
た
り
、
州
鯨
名
を
異
に
す
る
あ
り
と
雛
も
?
し
か
も
、
秦
越
相
知
ら
ざ
る
の
忠
泣
く
、
一
瞥
指
一
の
ご
と
し
、
天
下
の
民
安
ん
ぞ
四
方

に
受
遁
ぜ
ざ
る
を
得
ん
、
す
た
は
ち
商
買
往
来
し
、
南
北
互
設
す
る
ζ
と
量
た
前
世
よ
り
多
し
、
金
銭
安
ん
ぞ
多
か
ら
ざ
昌
を
得
ん

一
再
々
」
と
い
品
。

-
次
に
は
喝
か
〈
て
貨
幣
時
代
に
入
れ
ば
、
モ
@
銭
を
い
か
に
す
べ
昔
や
が
問
題
と
怒
る
わ
け
一
で
あ
る
が
、
と
れ
に
つ
い
で
、
葉
遁

式
認

は、
b

そ
れ
が
重
す
岬
芭
い
て
も
輯
す
ぎ
て
も
、
大
き
す
ぎ
て
も
小
さ
ず
嘗
て
も
い
i

か
ん
と
す
る
。
そ
れ
で
は
そ
の
標
準
は

Ee己
忙
求
む
J

べ

葉

遣

の

貨

幣

思

想

解

六

雄

主

北

第
五
十
四
巻

六五=一

点

主

「ミ

i‘1 



j'
、

葉
越
田
貨
幣
思
想

第
五
十
四
巻

六
五
四

第
六
観

プて
O 

宮
か
と
い
へ
ば
、
古
来
の
通
話
と
閉
じ
〈
や
は
り
唐
の
開
一
冗
活
費
鏡
を
あ
げ
る
。

そ
し
て
浩
銭
に
長
い
て
は
例
白
甫
賓
の
孔
顕
の

た』
Z

「
銅
を
惜
し
ま
宇
、
ヱ
を
愛
せ
十
」
の
原
理
を
把
持
し
た
で
あ
ら
う
己
と
は
、
そ
の
「
園
初
惟
銭
好
を
要
め
、
工
費
量
計
ら
守
、
/
後

)
 

世
惇
吃
の
宮
を
欲
し
、
佐
々
工
を
減
じ
費
を
縮
む
、
銭
純
益
、
悪
し
き
所
以
」
必
い
へ
る
宇
り
し
て
一
推
想
す
る
こ
と
が
で
昔
ょ
う
か
。
開

そ
し
主
私
一
矯
白
是
非
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
己
れ
を
非
主
」
断

-
Z
E」
、
そ
の
「
利
権
ま
さ
民
上
に
障
す
ペ

L
、
置
民
と
と
れ
を
と
ん
札

も
に
せ
ん
や
」
と
い
へ
る

K
K
U
て
明
か
と
た
し
え
さ
h

ノ

。

.

戸

，

騨

守

会

・
そ
れ
か
ら
突
に
は
、
鏡
の
機
能
が
論
ぜ
ら
れ
る
を
み
る
。
わ
れ

f
kは
す
で
に
最
初
に
沿
い
で
葉
趨
が
銭
D
成
凶
を
論
じ
て
交
易
ー

に
あ
り
と
要
る
を
み
た
。

L
し
て
モ
れ
は
‘
ず
友
は
ち
バ
ま
た
、
鋳
D
機
能
が
交
易
白
媒
介
に
あ
る
己
と
を
説
く
-E
の
で
あ
ゆ
ね
岬

ば
た
ら
守
、
従
て
、
す
で
に
早
〈
、
そ
れ
主
い
で
銭
の
機
能
が
設
か
れ
て
ゐ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

L
か
し
、
だ
か

ιと
い
っ
て
、
一
陣

あ
ら
た
め
て
、
鎮
の
機
能
を
設
い
て
い
げ
な
い

b
け
は
あ
る
ま
い
。
い
た
、
最
初
白
は
銭
を
成
因
。
側
か
ら
左
が
路
、
い
ま
は
E
れ

阿

世
機
能
の
側
か
ら
友
が
め
る
の
だ
と
す
れ
恨
少
し
も
警
は

2
ま
い
。
し
官
ば
わ
れ

(
h
tに
あ
ら
た
め
て
彼
の
幕
時

、、

I
E

機
能
観
を
う
か

t
つ
で
も
重
複
の
裁
を
受
け
ね
ば
た
ら

J

ぬ
と
と
も
る
る
ま
い
。
し
か
ら
ば
、
葉
遁
は
鏡
白
機
能
を
い
か
に
み
る
か
と
論

f

¥

一

帯

い
へ
ば
、
そ
れ
は
あ
ら
た
め
て
乙
と
は
石
ま
で
も
在
〈
交
易
自
媒
介
に
あ
る
己
と
.
「
鏡
貨
習
礎
蓄
積
の
道
た

f
・
粧
渇
融
流
轄
す
貨

る
の
み
、
ま
さ
に
そ
の
功
貯
を
み
る
べ
し
」
と
い
へ
る
上
り
し
て
、
?
に
告
い
て
も
己
れ
を
推
定
す
る
に
難
《
危
い
と
思
ム
。
だ
鮎

が
、
紘
一
ほ
貨
幣
の
機
能
を
た
ピ
車
に
交
易
の
媒
介
と
か
る
だ
け
に
と
V
ま
ら
宇
、
銭
の
も
つ
購
買
力
丸
左
右
田
喜
一
郎
博
士
の
い
は

4

ゆ
る
「
無
限
の

N
垣
島
に
針
す
る
結
び
目
{
同

E
E官
官
)
を
形
成
す

h」
聖
書
レ
て
、
い
は
ゆ
る
貨
幣
U
寓
能
力
を
肯
定
相

し
、
は
る
か
に
晋
の
魯
褒
白
「
銭
紳
論
」
に
過
や
る
と
ー
と
、
伎
が
「
銭
貨
は
至
紳
白
も
の
」
と
い
べ
る
よ
り
し
て
ま
さ
に
推
定
し
う
左

る
と
と
る
で
た
け
れ
ば
左
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

、
ヘ

b 

10) 

へ、
、

、‘
7 

~円¥



%' 

そ
れ
は
さ
も
か
〈
、

frで
に
鎌
田
機
簡
を
交
易
の
媒
介
に
あ
り
と
し
、
従
て
た

r
そ
り
通
融
流
轄

T
る
と
己
ろ
に
そ
白
功
用
を

み
、
そ
の
留
減
蓄
積
を
そ
の
道
に
あ
ら
歩
と
す
る
以
主
、
葉
遁
が
、
朝
廷
が
天
下
の
鐙
を
王
府
混
入
料
、
す
で
に
入
る
も
D
は
こ
れ

を
向
で
し
め
ぎ
る
を
攻
撃
し
て
、
「
銭
通
行
す
る
を
以
て
天
下
利
と
・
た
ず
を
知
ら
宇
、
銭
E
れ
を
積
む
基
だ
多

L
と
雄
も
他
物
と
何

ぞ
異
た
ち
ん
」
k
と
論
ビ
、
銭
少
寄
り
因
E

h
陀
ふ
る
を
究
め
や
、
た
皆
、
銭
を
以
て
少
悲
し
と
た
し
、
紙
幣
を
用
ム
ペ
し
と
し
、
紙

幣
が
用
ひ
ら
れ
て
銭
は
ま
ず

pt少
抱
く
た
り
、
た
vh

陀
物
が
み
る
べ
か
ら
ぎ
る
に
い
た
れ
る
白
み
た
ら
夕
、
銭
屯
ま
た
み
る
己
と

が
ま
品
や
う
に
た
O
た
と
す
る
も
不
思
議
は
た
い
O
J
E
L
ら
あ
た
り
は
る
昔
ら
か
忙
前
掲
の
水
b
別
集
に
み
九
れ
る
思
想
と
匝
別
〆

し
難
い
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
今
日
か
〈
の
ご
と
昔
事
態
を
み
る
の
は
決
じ
て
一
一
朝
、
一
、
タ
の
総
県
で
は
た
〈
可
昔
よ
り
今

に
い
た
る
ま
で
の
弊
が
相
つ
い
で
己
と
と
お
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
じ
か
る
に
、
葉
遁
に
主
れ
ば
斗
己
と
極
ま
り
て
費

巴
、
も
白
}
嬰
宇
れ
ば
必
十
更
め
て
作
新
の
道
あ
る
に
及
ぶ
」
が
故
に
、
銭
法
も
E

h
圭
で
行
曹
詰
ま
れ
ば
極
量
れ
る
も
の
占
い
ふ
べ

き
で
あ
る
か
ら
必
十
宇
一
新
生
面
を
展
開
す
る
は
づ
で
あ
る
と
み
る
。
し
が
ら
此
そ
れ
は
い
か
左
る
新
路
を
ひ
ら
く
か
と
い
¥
ぽ
、

ぞ
れ
は
何
と
も
い
へ
ね
が
少
な
く
と
も
突
の
と
と
は
確
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。
そ
れ
は
す
左
は
ち
、
「
安
子
を
慶

L
て
丸
し
か
る
後
所

蔵
白
銭
を
し
て
ま
た
出
だ
さ
し
む
べ

L
」
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
ロ
乙
れ
も
ま
た
、
水
心
別
集
に
島
い
て
す
で
に
う
か
ピ
へ
る
と
己
ろ

の
も
白
で
島
る
か
ら
あ
ら
た
め
て
競
〈
ま
で
も
あ
孟
ま
い
。

最
後
に
、
業
越
は
、
「
も
し
そ
れ
富
強
の
遣
は
も
の
白
多
曹
に
あ
り
、
も
の
多
け
れ
ば
す
友
は
ち
賎

L
、
賎
し
け
れ
ば
、
す
た
は

ち
銭
貴
し
、
銭
貴
く
し
て
し
か
る
後
軽
重
構
る
ベ
ィ
、
交
易
泊
予
ぺ

L
、
今
の
世
銭
亙
っ
て
賎
し
v

銭
践
し
き
は
品
川
も
の
h

少
な
き

に
よ
る
」
と
結
ん
で
ゐ
る
が
、
と
L
に

J

わ
れ
/
込
町
、
は
、
伎
が
、
貨
幣
む
機
能
の
偉
大
友
る
を
み
と
め
て
遂
に
至
紳
の
も
の
と
ま
で
呼

ぴ
十
な
が
ら
、
し
か
も
よ
く
貨
幣
白
機
能
が
交
換
の
媒
弁
た
る
貼
忙
沿
い
て
友
り
た
つ
に
す
ぎ
ぎ
る
所
以
を
忘
れ
・
下
、
物
あ
っ
て
白
貨

第
六
観

葉
通
時
貨
幣
恩
噂

第
五
十
四
巻

.~ 

ノ、

六
五
五

い、

-

v

l

ぃ
l
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第
六
扱

幣
友
昌
一
理
法
を
よ
〈
把
櫨
し
を
訟
を
隼
敬
の
念
を
以
て
み
と
む
る
と
a
h

も
に
、
そ
と
に
貨
幣
激
量
訴
の
思
想
主
う
か
ピ
ム
Z
と
が
ぜ

費、

t
k警
た

b
W
y
-
-は
別
集
に
う
か
え
る
水
心
の
思
想
を
み
い
だ
す
次
第
で
君
。

た
ほ
う
い
で
司
な
が
ら
、
寸
亡
と
極
ま

E
て
艶
ヒ
、

-
B
D
務
中
れ
工
ば
必
・
宇
夏
め
で
作
新
の
道
あ
る
に
及
ぶ
」
と
す
る
思
想
は
、
古
〈
は

太
奥
公
・
司
馬
相
理
由
「
も
の
盛
左
れ
ば
寸
-
廷
は
ち
衰
へ
、
と
菅
極
ま
り
で
し
か
う
し
て
縛
引
」
を
想
起
せ
し
む
る
も
の
で
る
り
円
そ

れ
が
事
象
を
生
成
流
勝
。
相
に
会
い
て
親
A
y
y
る
も
り
で
あ
る
己
と
は
注
意
す
ベ
〈
、
以
ど
た
が
め
た
る
と
と
る
忙
よ
り
て
も
み
と
め

う
る
が
ご
と
〈
、
葉
水
一
心
が
貨
幣
を
論
中
，
r
る
K
あ
た
り

τも
常
に
歴
史
的
立
脚
賭
比
立
ち
て
論
を
樹
立
し
想
主
展
開
せ
る
の
決
L
て

偶
然
で
左
い
乙
と
を
知
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
/

J 

J 

t
i
守

4

葉
週
四
貨
静
思
想

第
五
~
十
四
巻

固

♂ 

六
五
六

六。

以
上
わ
れ

1
1は
葉
抽
唱
の
貨
幣
思
容
を
・
そ
白
根
本
資
料
と
目
し
う
、
・
へ
申
告
求
心
別
集
。
一
周
計
・
中
一
及
び
文
献
通
考
に
則
く
と
と
る
院

主
b
て
号
か
む
つ
禄
の
で
あ
る
が
、
い
ま
そ
れ
を
己
h

に
ま
と
め
て
み
札
ば
突
の
ご
と
く
要
約
す
る
己
と
が
で
昔
お
う
か
。

葉
麹
に
土
れ
ば
世
が
自
給
粧
桝
主
り
交
易
極
構
に
入
れ
ぽ
、
交
易
O
媒
介
手
段
と
し
て
銭
部
誕
生
宇

ao
そ
し
て
交
易
経
済
が
褒

展
ナ
る

k
つ
れ
て
そ
の
演
宇
る
役
割
は
大
と
怒
る
。
か

C
で
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
錫
に
土
り
て
評
慎
せ
ら
れ
、
銭
忙
ー
っ
て
左
右
せ
ら

れ
る
己
主
h
司
法
り
、
つ
い
に
銭
は
紳
渇
カ
を
有
つ
と
さ
へ
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
銭
。
形
質
は
種
々
一
雑
多
」
で
あ
り
う
る
。
し
か
も

結
局
そ
の
役
割
を
果
た
ず
に
最
も
遡
営
せ
る
も
の
が
適
者
生
仔
を
す
る
と
と
に
た
る
。
例
へ
ぽ
開
一
疋
通
賓
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、

人
止
は
往
々
に
し
て
銭
質
量
惑
〈
し
て
素
材
債
値
と
名
目
煩
値
の
差
額
b
E
利
ぜ
ん
と
す
る
姦
詐
を
行
ふ
も
の
で
あ
り
、
さ
号
す
る
と

経
済
粧
台
を
混
飢
せ
し
む
る
恐
が
あ
る
か
ら
治
幣
白
梅
は
政
府
の
手
に
師
せ
綜
ば
た
ら
ね
。
ま
た
、
法
幣
の
描
慣
は
政
治
主
主
ザ
い
つ

ー
て
も
重
大
友
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
鮎
よ
り
し
て
も
こ
れ
b
a
民
に
詐
ず
べ
き
で
は
友
い
。
し
か
し
政
府
き
い

h
Eも
浩
幣
の
槙
を

i、
ゐ乞

奥記、豆令、平単書.

、
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